
アークアルミ溶射皮膜の性能および付着メカニズムに関する検討 
－新厚東川橋（仮称）における施工を対象として－ 
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１．まえがき  

新厚東川橋（街路部）は，宇部湾岸線の一部として建設される橋長 453.0m の 9 径間連続非合成鋼鈑桁橋で

ある．本橋梁では，鋼桁の防錆方法として一般的な重防食塗装ではなく，より一層の LCC 低減を目的として，

金属溶射（アークアルミ溶射）を採用している．溶射皮膜の性能を確認する

ための試験の一つとして，引張付着力試験およびせん断付着力試験を実施し

たが，その結果，既往の結果より高い値が得られた．溶射皮膜の基材への付

着要因は，粒子が基材表面に機械的に付着する投錨効果１）であるとされてい

る．溶射材料の中には，投錨効果による付着に加えて，皮膜と基材との間の

部分的融合，相互拡散，合金あるいは化学反応によって皮膜の基材への密着

性が高められるものがある２）とされているが，確認されたものは無い．そこ

で，今回の結果から，機械的投錨効果以外にも付着の要因があるのではない

かと考えて，その付着状況を確認するため，断面観察試験および成分分析試

験を行った． 

２．試験概要 および結果 

1）引張付着力試験 

アークアルミ溶射皮膜の性能試験の一部として，引張付着

力試験を実施した．一方の丸鋼試験片表面に溶射皮膜を形成

し，その表面に対して接着剤により他方の丸鋼試験片を接着

する．接着剤の乾固後に溶射面に対して，垂直の荷重が加わ

るように試験機により引張破断を行う．試験片形状は，JIS H 

8661と引張試験機のサイズを考慮して，高さ30mm，直径 25mm

の丸鋼（SS400）とした（図 1 参照）．また，今回用いた接着

剤は，熱硬化型のエポキシ樹脂系接着剤を使用した．図 2 は

引張付着力試験の結果を示したものである．試験体は 7 組作

成し，それぞれの引張付着力を示している．付着強度は，19

～28N/mm２と既往の結果より高い値を示している．アークア

ルミ溶射の場合は，試験片破断面の観察により溶射皮膜内で

破断していることを確認することが出来た． 

2）断面観察試験 

溶射皮膜と基材の付着状態を確認するため，試験片から試

験用断面を切出し，断面を光学顕微鏡および電子顕微鏡（走査型：SEM および透過型：TEM）により観察した．  
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図 1 引張付着力試験用試験片

図 2 引張付着力試験用試験片
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それぞれの顕微鏡における倍率は，光学顕微鏡：50 倍～

1300 倍，SEM：1000 倍～2 万倍，TEM：40 万倍～400 万倍

として観察を行った．また，TEM による観察時には，同一

視野においてエネルギー分散型X線分光測定を行いEDSス

ペクトルによる成分分析を行った．写真 1 は光学顕微鏡に

よる 100 倍における断面写真を示す．この写真からは，基

材と溶射皮膜は，若干の隙間が確認出来るが，密着状態も

良いことから，機械的投錨効果により付着しているものと

考えられる．写真 2 は SEM による 2 万倍における断面写真

をすが，基材と溶射皮膜の界面には隙間が点在するため，

良好な界面の結果を示す．写真 2においては，界面には隙

間が無く，密着度が非常に高いことが判る． 

写真 3 は TEM による 400 万倍における断面写真を示す．図

3 は写真 3 における分析点（spot2）に対応する EDS スペク

トル図を示す．Spot2 において，皮膜であるアルミニウム

が 72.7%，鉄（基材）が 27.3％を示しており，写真 3 にお

いて，約 10nm の合金層を確認することが出来る． 

３．まとめ 

今回，新厚東川橋に採用したアークアルミ溶射におい

て，基材と溶射皮膜の付着力は，高い値を有する事が

確認出来た．断面観察試験および成分分析試験の結果

から，基材と溶射皮膜の付着の主要因としては機械的

投錨効果によると考えられるが，合金化による化学的

結合を確認する事が出来た． 
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写真 1 光学顕微鏡写真（100 倍）   

写真 2 電子顕微鏡写真（SEM：2 万倍） 

写真 3 電子顕微鏡写真（SEM：400 万倍） 

図 3 EDS スペクトル（spot2） 

土木学会第58回年次学術講演会（平成15年9月）

-1440-

I-720


